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監視盤表示のグラフィック化や映像化が進み,大形･高精細ディスプレイを

用いた監視･制御用プレゼンテーションシステムが実用化に入りつつある｡大

形･高精細ディスプレイは,通常の照明下でも高画質を保て,異なった種類の

映像信号源,コンピュータを接続できる点が特長である｡

これを監視盤分野に導入することにより,グラフィックパネルの拡張性が増

大し,複数メディアによる動きのある監視ができる｡また,スタッフ全員によ

る監視と,来客に対する展示宣伝ができるなどの新たな効果が生まれた｡全体

として,対話性の向上,コンピュータと映像の補完利用,監視室のイメージア

ップが図られることになった｡

n一緒 言

監視･制御の原点は,対象物である機械･プロセス･設備

などに対し,人間による監視･判断･操作を行うものである｡

近年は,対象物である機械･プロセスの複数化,広範囲化,

遠隔操作化が進みシステムの集中監視が必要となった｡また

コンピュータの導入が始まり,監視のシステム化が進行して

いる｡また,人間の経験やノウハウを,コンピュータのAI

(ArtificialIntelligence)手法で機械的判断に任せるまでにな

ってきている｡しかし,最終的に操作の決断をするのは人間

であり,そのためにはシステムの情報を人間のわかりやすい

形,視聴覚に訴える形で表現する方法が必要である｡グラフ

ィックパネルは,従米使われている代表的な表現手段であり,

また直視形のCRT※)も使われている｡

ここ数年,ハイビジョン技術から生まれた人形･高精細デ

ィスプレイが注臼されている｡これを監視盤に使った画像プ

レゼンテーションシステムが登場してきた｡(1)大画面である

こと,(2)多様なコンピュータ,映像源と接続できること,(3)

通常の案内照明下で使えること,が特長であり用途が拡大し

ている｡本論■丈では,大形･高精細ディスプレイを使った監

視･制御システムについて紹介する()

※)直視形のCRT(テレビジョン受信機やCRTモニタで使われて

いる管血を直接見るCRT方式を言う｡これに対して,CRTか

らの光をスクリーンに投写する方式をCRT投写方式と言う｡)
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8 システムの概要

2.1背 景

監視盤のマンマシンインタフェースは,人二l二知能などの最

新技術を利用した,異常診断,異常時運転支援ガイダンスの

表示など自動化へ進んでいる｡これは運転員の生三哩的,心理

的負押を軽減させる方向である｡これを実現するに当たr),

マンマシンインタフェースとして委要な表示の分野では,ITV

(IndustrialTelevision:.1二業用テレビジョン)による自然画

像,コンピュータのCRT画像をより見やすく,よりわかりや

すく表示することが必要となってきている｡また,これら映

像およびグラフィック情報を出力する信号源も増加している｡

特にコンピュータは,パーソナルコンピュータ(以【卜,パソコ

ンと略す｡)から,EWS(EngineeringWorkStation),CAD

用コンピュータまで多種多様となり,これらを一画面で,し

かも大きなスクリーンで監視することが必要となってきた｡

-一方技術シーズからは,数年前からハイビジョンの開発l),2)

が行われ,1,280ドット×1,024ドットクラスの高精細コンピ

ュータ画像を,50インチから250インチクラスの大画面で表示

できるようになってきた｡日立製作所では,次のような特長

を持つ人形･高精細ディスプレイおよび周辺機器を開発して

きた｡

(1)人形･高精細ディスプレイ

(a)事務室などの通常照明下でも高画質を再現できる｡

(b)異なった種類のコンピュータを接続し切換表示できる｡

(c)54インチから250インチまでのスクリーンサイズを選択

できる｡

*口克製作所情報映像二I二場部 **日立製作所情報映像事業部 ***口克製作所大みか工場 ****H立製作所システム事業部
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(2)周辺機器

(a)テレビジョン信号を2倍速化し,画面のちらつきをな

くす高精細化装置3)

(b)異なった種類の信号源を切り換えるAV(AudioVideo)

コントローラ(このコントローラは,操作盤からの遠隔振作

が可能｡)

これら新しく開発した機器と,従来からあるITVカメラ,

VTR,コンピュータをシステム化し,監視･制御用画像プレ

ゼンテーションシステムを開発することにした｡ここで,監

視･制御用耐象プレゼンテーションシステムとは,大形･高

相細ディスフロレイを表ホ装置として用い,各種映像機器およ

びコンピュータからの映像･画像･音声信号を表示する一連

の装置群と定義する｡したがって,監視･制御用画像プレゼ

ンテーションシステムは,監視･制御の総合システムの中の

サブシステムである｡

2.2 システムの構成と特長

監視･制御用画像プレゼンテーションシステムの機器構成

例を図1にホす｡大形･高精細ディスプレイに表示する信号
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は,大別してテレビジョン信号系(以下,映像系と略す｡)とコ

ンピュータ信号系がある｡映像系の信号源は,ITVカメラ,

テレビジョンチューナ,衛星放送チューナ,VTR,文書提示

装置などがあり,いずれも日本標準テレビジョン方式の信号

(以下,NTSC信号と略す｡)を｢IりJする｡文書提示装置は,文

吉をテレビジョン信号に変換する人力装置で,書画台とそれ

に取り付けた書画カメラで構成している｡この文書提示装置

の用途は監視業務そのものでなく,運転員どうしの検討会や

テレビ会議の文書提示用として使うものである｡映像系の信

号源として,最もよく使われるのがITVカメラであり通常複

数個である｡そのためITVカメラ用の映像切換器を設け,操

作盤からの指令で切r)換えられる構成としている｡映像系の

NTSC信号は,映像系のAVコントローラ(1)で選択され,高精

細化装置を経で大形･高精細ディスプレイに供給され,映像

となる｡ここで,タイムベースコレクタは,VTRなどのゆら

ぎのある信号を安定化させる装置である｡高精細化装置は,

2.1(1)の(a)で述べたように,NTSC信号を2倍速表示し解像度

を30%ほど向上させるものである｡この2倍速の結果,NTSC
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図l監視･制御用画像プレゼンテーションシステムの構成 表示する信号は,大別してテレビジョン系映像信号とコンピュータ系画像信号

の2系統がある｡
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信号の水平走査周波数は,15.75kHzから31.5kHzまで上が

る｡

コンピュータ系の画像信号は,NTSC信号と異なり,信号

の標準化が行われていない｡このため,コンピュータ系のAV

コントローラ(2)は,表示するコンピュータごとに水平･重荷

の走査周波数,表示位置を設定し,その制御情報を大形･高

精細ディスプレイに伝達する｡これを受けたディスプレイは,

AVコントローラ(2)の制御情報に従?た操作を行い,選択され

たコンピュータ信号を表示する｡また画像信号を取り出すコ

ンピュータのインタフェースは,機種ごとに電気的,機械的

に(接続コネクタの構造や信号のピン配置)異なっている｡こ

のために,機種ごとのインタフェースr自l路を開発し,AVコン

トローラ(2)との整合を図ることにした｡AVコントローラ(1),

(2)は,外部からの制御を受け付けるインタフェースも持って

おり,制御卓に設置された操作盤の切換信号を受け取ること

ができる｡

監視･制御でも,テレビジョン放送の受信や,VTRの再生

時には音声出力が不可欠であり,さらには,テレビ会議と兼

ねて使う場合は,音の入九 マイクロホンも必要となる｡AV

コントローラは,映像･画像だけでなく,それに付随した音

声の切換も‾叶能である｡

日立製作所の監視･制御用画像プレゼンテーションシステ

ムは,次のような特長がある｡

(1)異なった種類のコンピュータ画面を大曲面に表示できる｡

(2)コンピュータとNTSC信号を束ね合わせ表ホできる｡

(3)NTSC信号を高精細化し,高解像度の映像内規ができる｡

(4)AVコントローラにより,NTSC信号からコンピュータ信

号まで一元的に切換制御できる｡

(5)多種多様なコンピュータに対応できるインタフェース血

路がある｡

天井スピーカ

D□
アンプ

高精細化装置1

T B C l

q

70形高精細ディスプレイ1

[コ
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(6)操作磐からの遠隔操作用インタフェースがある｡

(7)入力されている映像信号を,大形･高精細ディスプレイ

とは別のモニタで監視することができる｡

山 システムの利用例

本システムの具体的利用分野を表lに示す｡これは,顧客

に納人したもの,引合のあったもの,受注し目下製作中のも

のも含めてある｡これら監視･制御は,すべてコンピュータ

表ホが含まれており,二,三の例を除いてITVカメラの表ホ

も入っている｡

ガスのプラントに利用した例を図2～4に示す｡この例は,

分散形計装制御システムのDDC4)(DirectDigitalControl)プ

ロセッサ4系統,管理コンピュータシステムのSCS4)(Supervi-

soryConlputerSystem)コンピュータ2系統,T-SCS(Total

Supervisory Computer System)コンピュータ1系統,パー

ソナルコンピュータ2系統,計9系統のコンピュータと,ITV

4系統ほかを持つシステムである｡さらには,テレビ会議,

VTRも接続されており,表示は図3に示すような70形高相細

表l監視･制御用画像プレゼンテーションシステムの利用分野一

覧 二れらのシステムは,すべてコンピュータの画像表示と二,三の

例外を除いてITVカメラの映像表示が監視の対象である｡

分 野 引き合い･受注･納入した具体例

防犯･防災
●警察の緊急配備 ●防犯

●防災センタ ●消防

土木･建築
●道路トンネル ● ビル

●鉱山･地下街 ●ショッピングセンタ

才
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./
ト
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環 境 ●上･下水道 ●ごみ焼却場

製 造 ●ガス･製鉄製鋼･アルミ

電 力 ●発電･給配電･災害復旧5)

交 通 ●警察の交通管制･鉄道ダイヤ復旧

通 信 ●通信回線･衛星通信
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注:略語説明 TBC(Time BaseCorrector),SCS(S岬e川SOryComputer System)

図2 ガスプラントに採用した画像プレゼンテーションシステムの系統図 DDCプロセッサ4系統,SCSコンピュータ2系統,パーソナルコ

ンピュータ2系統など計九つのコンピュータ系統とテレビ会鼠ITV,VTRなど13の映像系統を持つ大規模なシステムの例を示す｡
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_J森

図3 大阪ガス株式会社泉北製造所第一工場でのガスプラントに実

装した70形2面高精細ディスプレイの外観 従来のグラフィックパ

ネルと併存してシステムを構成している｡

ディスプレイ2面の構成である｡この2面の左側にITVの映

像,ム1則にコンピュータ画像を表示した例が図4である｡

110形2面を使った火力プラントの監視システムを図5に示

す｡ここでは,AVコントローラ,タイムベースコレクタ,高

精細化装置の接続関係を詳細に示している｡ITVのカメラ④

群は左のディスプレイに,ITVのカメラ⑧群は右のディスプ

レイにだけ表示される｡コンピュータは,1が左だけ,5と

6が右だけ,2,3および4がEWSを経由して左右どちらに

も表示できる構成となっている｡このように2台のディスプ

レイを横に二並べて表示させる場合,すべての人力を左右のデ

ィスプレイに表示させる方法と,特定の信号源だけ左右おの

おのに表示させる方法がある｡前者は,ディスプレイが1台

故障したとき有効であるが,切換操作が煩雑となりAVコント

ローラの回路も複雑となる｡後者は,図5の例のように,3

台のコンピュータだけ左右両方に表示でき,残りの信号はす

べて左右どちらか一方に限定表示される｡切換操作も簡単で

あり,AVコントローラは標準的な回路で済む｡監視盤として

どちらを採用するかは,監視システムの信頼性とマンマシン

インタフェースを含んだ操作性の観点から決定される｡今ま

での実用例では,後者をとることが多い｡

小規模な監視･制御システムの例を図6に示す｡この信号

源は8系統のITVカメラと,1系統のパソコンである｡ここ

ではAVコントローラを使用せず,高精細化装置の重ね合わせ

機能を使って,パソコンの画像信号を,テレビジョン信号の

2倍速に変換し,合成させている｡この例では,パソコンだ

けの表示,ITVカメラだけの表示,そして,ITVカメラ映像

信号とパソコン画像信号の合成表示の3モードが表示できる｡

一つの画イ象に,映像とコンピュータ画像を分割表示する例

を図7にホす｡ITV信号合成装置で,4台のITVカメラ信号

をテレビジョン映像の一画面に合成する｡つまり田の字の4

画面分割表示である｡この信号は高精細化装置,分配器1を

経てAVコントローラの端子6に到達する｡EWSの信号は,

分配器2を経て画面合成装置に入る｡ここでITVの4画面分

割表示信号とEWS信号は合成され,AVコントローラの端子

7に供給される｡操作盤の操作でAVコントローラの入力端子

6を選択すると,ITVからきた4画面分割表示が選択される｡

同じく人力端子8を選択すると,EWSの信号が選択される｡

そして,AVコントローラの入力端子7を選択すると,同図に

示すように大形･高精細ディスプレイの上半分にITVカメラ

の映像が,‾F半分にEWSの画像が表示される｡

このように一つの画面に2種または4種の信号を表示する

と,一画面に一信号を表示したときよりも解像度が落ちたり,

表示範囲が狭くなったりする｡この解決方法としてマルチス

クリーン方式の表示がある｡図8は,70形ディスプレイを横

に2面接続した例であり,スクリーンの間隔5mm以‾Fである｡

おのおののディスプレイにコンピュータを1台ずつ接続する

と,最大2,560ドット×l,024ドットの表示が可能となる｡

図4 大阪ガス株式会社泉北製造所第一工場での70形2面高精細ディスプレイの表示画面 左側に汀Vの映像を,右側にコンピュータの画像

を表示したときの例である｡
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図5 110形2面を採用した画像プレゼンテーションシステムの系統図 汀V@の映像は左のディスプレイに,lT〉⑧の映像は右のディスプレイ

に,コンピュータlの画像は左の,コンピュータ5,6の画像は右の,コンピュータ2,3および4の画像は左右両方のディスプレイに表示できる｡

｢丁Vl

】丁V8

ホストコンピュータから
国

E≡コ≡]

映

像

切

換

器

号信CSTN

号信〔DGR

しし細置精装
合同

インタフェース

回路 操 作 盤

大形･高精細

デイス70レイ

注:略語説明

NTSC(Nat1011alTelevIS10rl
System Commlttee)

図6 小規模な画像プレゼンテーションシステムの系統図 AVコントローラを使用せず,lT〉の映像信号とパーソナルコンピュータの画像信号

を高精細化装置で切り換えて,合成する例である｡

田 システム導入の効果

人形･岳椛細ディスプレイ♂)監視増謹への導人効果として,

(1)プラントシステムの変更などに什うグラフイ､ソクパネル

の衣ホ内容の拡搬･変更が答妨となる(増設,改造峠のグラフ

ィックパネル炎ホを,コンピュータソフトウェアの追加･変

出で行う)｡

(2)同一グラフィックパネルで,稜数のメディアによる皆川⊥

が叶能となる(例:ITVとコンピュータ)(,

(3)動的監視,例えばITVによる実物の動き監視,コンピュ

ータグラフィックによる全休表ホから部分拡大太ホまでのき

め細かな監視ができる〔,

(4)舛機椎のコンピュータを一伸i何で去ホできる｡

(5)大形の去′Jミのため,監督‾芥も含めたスタッフ仝川二よる
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④

⑧

⑥

■砂

⑥

1

2

3

4

V

V

V

V

T

T

T

T

インタフェース回路

インタフェース回路

インタフェース回路

インタフェース回路

インタフェース回路

lTV信号

合成装置

匡∃
⊂=≡≡≡萱]

高精細化

装置

分配器
2

分配器

両面

合成装置

AVコントローラ

操 作 盤

大形一高精細ディスプレイ

汀∨の上半分

EWSの下半分

i■■l■■■

図7 一画面を分割表示する画像プレゼンテーションシステムの系統図 ITVの4分割映像信号とコンピュータ(EWS)

の画像信号を合成するシステムの例である｡

〟預物転

ペカ

図8 大阪ガス株式会社泉北製造所第二工場での70形Z面マルチス

クリーンディスプレイの実装図 70形を5mm以下のすきまで横2面

に才妾続し,2′560×l′024ドットの一画面を構成した例である｡

監視ができる｡

(6)監視者の日の疲労が軽減される｡

(7)来客などに対する多様な展示･宣伝･説即‖こも使える｡

が挙げられる｡

.r二記(1ト(3)は,従来の直視形CRTディスプレイでも達成で
きる｡さらに,大形･高精細ディスプレイにすることにより,

(4)～(7)の新たな効果が加わり,視聴一党に訴える監視機能,マ

ンマシンインタフェース性能が向上する｡

B 結 言

監視･制御システム分野への大形･高精細ディスプレイの

採用は,まだ緒についたばかりである｡そのため,グラフイ
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ックパネルをすべて人形･高精細ディスプレイに置き換える

までには至っていない｡採用の評価は今後の運用によって定

まるが,現時点での評価は次のとおりである｡

(1)視聴覚に訴える監視が一段と強化された｡

(2)異常時の対応,対策会議の表示,遠隔オフィスとのテレ

ビ会議など,対話性が大きく向上した｡

(3)コンピュータグラフィック,ITVの総合的,補完的利用

が拡大した｡

(4)監視室のイメージアップが図られた(プラントのハイテク

ノロジーイメージづくr)に役立った)｡

この結果,監視･制御分野への大形･高精細ディスプレイ

の利用はいっそう拡人すると予想している｡特にコンピュー

タグラフィックスと通信機能の発展は,表示機能の高度化を

1く可欠としており,大形ディスプレイの高精細化,薄形化,

高信頼度化をいっそう図っていく考えである｡
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